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平成 23年 3月 23日

大地震 が発 生 した際 の区の活動態勢 の見直 しにつ いて

見直 しの 目的

電気や ガス、水道 な どの ライ フライ ンの耐震化 が進み、また昭和 5 6年 の新

耐震基準 に適合 した建物 が多 くなって きてい ること等 に よ り、近年発生 した震

度 5弱 以下の地震 に よる被 害 は、 ほ とん どが軽微 な もので あった。

しか し、現在 の地域 防災計画 では、 「災害が発生 した際の 区の活動態勢」、特

に、大地震 を想定 した災害対策本部態勢 では、震度 5弱 で全職員 が参集す る基

準 のまま となつてい る。 そ こで、 これ までの地震被害 の状況 を踏 ま え、 よ り実

効性 と機動力 のあ る本部態勢 とす るた めに、段 階的に動員規模 を拡大す る態勢

に見直す ものであ る。

見直 しの概要

( 1 )全職員 が参集 す る基 準 の見直 し

現在 の態勢では、勤務 時間内、勤務 時間外 に関わ らず 「震度 5弱 以上」の

地震 によ り災害 が発 生 した場合 は、災害対策本部 の第二非 常配備 態勢 (区職

員全員約 3 , 0 0 0人)に よって災害応急対策 を実施す るこ とになってい る。 こ

の全員 が参集す る基 準 の震度 を 「震度 5弱 」か ら 「震度 5強 」に引 き上げ る。

( 2 )特別非常配備態勢 の見直 し

上記 の災害対策本部 の参集 基準 の見直 しに合 わせ て、「震度 5弱 以上」の地

震 が休 日や夜 間な どの 「勤務 時間外」 で発生 した場合 で、災害対策本部が設

置 され るまでの間に暫定的 に設置 され る特別非常配備態勢 を、以下の とお り

見直す こ ととす る。

① 名称 の変更

「震度 5弱 」の地震 で は、地震 に よる直接 的な被 害が少 ない とい う前提 に

立 ち、 この態勢 の主 な業務 は、 区民 か らの問い合 わせ や 区施 設 の安全確

認 。点検 な ど、区民 の不安 を軽減す るた めの情報収集及 び伝 達等 の情報連

絡活動 とす る。そ こで、 この態勢 の活動 内容 を明確 にす るた めに、名称 を

「情報連絡態勢 (震度 5弱 態勢 )」に改 める。



② 参集 基準 の順位 づ け

この情報連絡態勢 (震度 5弱 態勢 )で 、 よ り迅速 な情報連絡活動 を行 う

た めに、参集 す る職員 の優先基準 を設 け る もの とす る。

[優先順位 1]

管理職及 び防災課職員全員並 び に区内在住 の係長級職員

[優先 順位 2]

葛飾 区、足立 区及 び江戸川 区に在住す る職員

[優先順位 3]

業務上及 び施設 の維持管理 な どで必要 とす る職員

③ 態勢 の規模 の適正化

現在 の特別 非常配備 態勢 では、 区内居住者 を中心 とす る職員 (約 1, 7 0 0

人 )が 一
斉 に参集す るこ ととなってい る。 しか し、部 によっては、情報連

絡活 動 の ほか に、所管す る公共施設や 学校 、保 育園、福祉施設 な どの施設

や設備 な どの安全確認等 も行 う必要 があ るこ とか ら、この態勢 に必要 な人

数 はそれ ぞれ の部 で算定す るこ とに よって、規模 の適性化 を図 る。

(3 )そ の他 の職員

地震 が発 生 した場合 は、テ レビや ラジオ 、 区のホー ムペー ジな どで地震 に

よる被 害情報 の収集 に努 める とともに、震度 5弱 の地震 で も、通信網が途絶

して 区 との連絡 が全 く取れ ない よ うな場合や 、想 定外 に地震 の被 害が多 く発

生 してい る場合 な どは、全職員 が 自発 的 に参集す るもの とす る。

3運 用 開始 時期

平成 23年 度 当初 に、各部へ動員 計画 の作成を依頼 し、平成 23年 6月 1日を目途 に

運用を開始 する。

4職 員への周 知及 び習熟

災害活動 ヤニュアルを作成して全職員 へ配付するとともに、職員 訓練等を通じて、災

害対策本 部 の各 自の役割や活動 内容 の習熟を図る。

5そ の他

この区の活 動 態勢 の見直しについては、平成 23年 2月 23日 の葛飾 区防災会議 にお

いて、各 防災 関係機 関へ周知済みである。
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